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国土交通省 東北地方整備局 長井ダム 

1. ダムの概要 

1.1 諸元 

 

 

 

 

事業者 国土交通省 東北地方整備局 長井ダム工事事務所 

場所 長井市平野 

河川 最上川水系置賜野川 

目的 FNAW  

型式 重力式コンクリートダム 

堤高 125.5m 

堤頂長 381.0m  

堤体積 12,000 千 m3 

基礎岩盤の地質 白亜紀 花崗閃緑岩 
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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
 ダム基礎は、白亜紀から古第三期の花崗閃緑岩から構成されている。岩自体は堅硬であるがク

ラッキーな岩盤状況を呈しており、閃緑岩の捕獲岩やアプライト岩脈が点在する。 

  構造上問題となるような断層はないが、割れ目沿いの熱水変質起源の弱層（変質粘土脈と周辺

の弱部）が河床部標高付近全体に面的な拡がりをもって分布している。（下流下がり低角度） 

この弱層が堤体安定性上、考慮を要するものとなっている。 

(1)  高角度節理 
  ダムサイトに分布する節理や断層は、走行 NE-SW 系、傾斜約 60°N の節理が卓越し、これと雁

行した走行 E-W 系、傾斜 60～70°の断層が分布する。 

  ダムサイトに分布する高角度断層の大半は、劣化幅が 10 ㎝程度の小規模のものであるが、比

較的劣化幅の大きい断層（CF-5）が河床部に出現する。 

(2) 低角度弱層 
  ダムサイトの低標高部(EL265～310m）に、分離・分断しながらも大局的に連続する傾斜角が

10～20°の変質粘土脈が分布する。 
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長井ダムサイト 地質層序 

 

地質時代 地質名 記 号 記 事 

現河床堆積物 ｒｄ 
砂礫・未固結、礫は５～１００ｃｍの花崗岩類

よりなり、円～亜円礫である。層厚２～５ｍ 

新規崖錐堆積物 ｄｔ３ 
土砂・角礫・未固結。礫は径５～１００ｃｍ程度。

層厚１～５ｍ 

崩落堆積物（右岸下流部） ｄｔ２ 

土砂・角礫・未固結。礫は５～１００ｃｍの花

崗岩類よりなり、径１００ｃｍ以上の巨礫が多

い。ｄｔ１に比べて礫含有量 

旧河床堆積物 ｇｒ 

砂礫・角礫・未固結。礫は径５～１００ｃｍの

花崗岩よりなり、円礫を主体とする。ｄｔ２とは

指交関係にある。層厚１０～３０ｍ 

古期崖錐堆積物 ｄｔ１ 

砂礫・角礫・未固結。旧河床堆積物と一部指交

する。礫は最大径５～３０ｃｍ程度の花崗岩類。

層厚２～１０ｍ。 

新

生

代 

第

四

紀 

段丘堆積物 ｔｒ－ｍ

現河床との比高１０～１５ｍ（ＥＬ.２９０～

２９５ｍ）に分布。砂礫・未固結。礫は径１０～

１５ｃｍの花崗岩類円礫。層厚２～４ｍ。 

アプライト 

（貫入岩） 
Ａｐ 

優白色。構成鉱物は極めて細粒。北西傾斜のも

のが多い。岩片は堅硬であるが、割れ目間隔１０

ｃｍ以下で全般にクラッキー。 

閃緑岩（捕獲岩） Ｄｉ 

優黒色。構成鉱物の径１～２ｍｍ以下。Ｇｄに

比べて有色鉱物の量比が高い。堅硬。割れ目間隔

１０～３０ｃｍ。分布規模は５～１０ｃｍから５

０ｍ級のものまである。 

花崗閃緑岩（緩み岩盤） Ｇｄ 
花崗閃緑岩のうち、割れ目に著しい開口がみら

れるもの。 

中

生

代 

白

亜

紀 

花崗閃緑岩 Ｇｄ 

灰白色。構成鉱物は径１～４mm の石英・長石・

黒雲母・角閃岩等。堅硬。割れ目間隔１０～５０

ｃｍ。当ダムサイトの基盤岩の主体をなす。 



  7

2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
  カーテンライン沿いで 2Lu 以下となるのは、右岸側で 30～50m 以深、河床部で約 20m 以深、左

岸では 40～50m 以深である。 

左岸側では風化が厚いこともあり、20Lu以上を示すゾーンが深度30～40m付近まで分布する。

また、左岸リム部には、比較的高いルジオン値をゾーンが高角度断層に伴う形で深部まで分布す

る。 

特に CF-46 断層の下盤側には 20Lu 以上を示す高透水帯が分布する。この高透水帯は CF-46 断

層の走行から判断して、ほぼ南北の走行を示すものと推定される。したがって、貯水池とダム下

流を連結する方向ではない。しかしながら、左岸リム部では NE-SW 系の割れ目に沿った高透水部

がいくつか存在することが明らかになった。CF-46 断層の高透水帯に NE-SW 系の高透水が連絡す

る場合、これがダム下流への浸透経路となる可能性がある。 

(2)  地下水位 
  右岸側の地下水位は、調査時の観測ではサーチャージ水位を上回ると想定されていたが、施工

時の追加調査（先行パイロット孔）の結果から、調査時の想定より地下水位が低く、最大ダム高

程度奥にいかないとサーチャージ水位と交わらないことが明らかとなった。 

左岸側は CF-46 断層に伴う高透水帯の影響で最終孔内水位は低い。ただし、林道 1号トンネル

と管理用トンネルの分岐点付近(約 EL.400m）で湧水が認められていることから、少なくとも

CF-46 断層よりも奥では、サーチャージ水位を上回る地下水位があることが確認されている。 
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